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図表 6　各発電方式によるライフサイクル CO2 排出量（単位：g–CO2 / 送電端 kWh）
出典：参考文献17）
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図表 8　ドライスチーム / フラッシュ型発電
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　2008 年 に ス タ ー ト し た 産 学
官 協 働 の 地 熱 技 術 プ ロ グ ラ ム
（The Geothermal Technologies 






も、National Renewable Energy 
Lab（NREL）の試算によって全










が EGS 技術に取り組む米AltaRock 
























借款 100 億円を含め総額 200 億
円規模での地熱の試掘基金を設
立する予定とされている。日本
の JICA や JBIC、コンサルタン
ト企業、商社などが資金や技術協
4 地熱利用に関する海外の状況




















































府は、2020 年までに現在の 40 倍
となる約 280 MW の地熱発電設
備の導入を予測している。これ





分、計 8.2 TWh 分が深層地熱に
より供給できるようになると見込
まれている。さらに、2030 年まで


















施設では，深さ 2300 m の井戸よ

































に資金が還流され、深度 3 km 以
上も掘削しても採算が合う試算に


























































































約 9.6 GW と見積もった38）。これ
は、2 章で述べた資源量（発電出
力 23,470 MW 分）とは別のもの
である。
　前述のとおり、150℃以上の熱
















































































































に 200 t/h 増湯された。このよう
な経緯を経て、現在は東北水力地



























に加え、地域イノベーションを奨┬ ᆀᇡྞ ⮤⤝⋙㻈 ୹こ㞹″⚗ᓞ┬ ἑ἗㑾ᰏ⏣ 㻖㻕㻜㻓 ᆀ⇍ኬฦ┬ ⋢⌌㑾ஐ㔔⏣ 㻕㻔㻕㻖 ᆀ⇍⩄㤷┬ ྿ጏ㑾ඵྙᮟ 㻔㻖㻖㻖 ᑚỀງ㟯᲻┬ ୖ໪㑾᮶㏳ᮟ 㻔㻕㻙㻜 㢴ງ↻ᮇ┬ ⌣☳㑾஫ᮄᮟ 㻜㻓㻚 ᑚỀງᐋᓧ┬ ඡ…㑾け⡷Ⰳᮟ ᑚỀງ㻚㻚㻗㛏㔕┬ ୖỀහ㑾ᰜᮟ 㻚㻘㻜 ᑚỀງᒜᲅ┬ ༞ᕠ᦮㑾᪡ᕖ⏣ 㻚㻔㻚 ᑚỀງᒷᡥ┬ ᒷᡥ㑾㞰▴⏣ 㻚㻓㻜 ᆀ⇍໪ᾇ㐠 ⱚ๑㑾ⱚ๑⏣ 㻚㻓㻕 㢴ງ図表 14　エネルギー自給率の高い地域（上位 10 地域）
出典：参考文献41）
算出方法について




科 学 技 術 動 向　2011年 11・12月号
　再生可能エネルギーの一つであ
る地熱は、発電に換算した資源量






































































































使用する約 1.5 MW 級の電力をバ
イナリー発電によって賄う計画
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